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麗い6めを：胸に85人旅立つ

残雪のない土の香り漂う3月15日、中

学校の卒業式が行われました。卒業生85

人は1人1人在校生に見送られ、たくさ

んの思い出を胸に3年間通った校舎を後

にしました。



新
錐
、

つく

◎
鮨

二
十
一
世
紀
は
高
度
情
報
化

の
時
代
。
そ
し
て
、
前
代
未
聞

の
高
齢
化
社
会
の
到
来
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
里
を
二
十
一

世
紀
に
生
き
延
び
る
”
土
台
”

の
し
っ
か
り
し
た
ま
ち
に
す
る

に
は
、
今
か
ら
そ
の
準
備
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

　
醗
藝

灘
鰯
鰹

　
灘
縫

織
幾
麟

　
醗

灘

曙濤説．攣難

め
に
村
は
今
年
度
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か

。
平
成
二
年
三

月
定
例
議
会
が
三
月
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
総
額
四
十
二
億
五
千
二
百
万
円
の
新
年
度
予
算
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
村
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
一
般
会
計
予
算

は
三
十
億
九
千
四
百
万
円
、
医
療
な
ど
の
特
別
会
計
予
算
は
十
一
億

五
千
八
百
万
円
と
な
っ
、
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
中
か
ら
主
な
も
の
、

　　　　　　　　その他

　　　欝93糎円総務費
　　　　万円　　　　　　　6億2，987万円
民生費　（5・5％）　　　　　　（20．4％）

2億2，703万円
（7．3％）

獺費　歳出
2億9，62／万円　　　　　　　　　　　農林水産業費

　（9。6％）　　　　　　　　　　　　5億6，413万円

、　　　　　．　．＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　（48．2％）

教育費
5億3，494万円

（47．2％）

　公債費
2億9，62／万円

　（9。6％）

　　　士木費
　　3億7，027万円

　　　（42．0％）

財　　　国庫茎出鋪緕
　　　　　　　　　　　2億3，062万円

　　源　　村債（7・4％）

　　　　　　　　2億2，盤

　　　　爆支出金　、（7．2％）

　　　2億9．838万円

　　　　（9．6％）

　　　　　　　依

懸臨存（
　（46．9％）

新
規
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

一
一
－
一
ロ

会般

（前年度当初予算　29億3，300万円）

　一般会計は福祉，教育，士木など村行政の墓本的な事業に要

する賛用の会計です。財源は税金などの自主財源が3割にも満

たず＼そのほとんどを地方交付税などに依存しています。
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■
温
泉
掘
削
と
利
用
計
画
づ
く
り

■
ニ
カ
年
計
画
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備

　
残
念
な
が
ら
清
津
峡
渓
谷
は
、
現

在
も
通
行
止
め
の
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
村
の
財
産
で
あ
り
観
光
の
目

玉
で
も
あ
る
こ
の
渓
谷
の
早
期
解
決

に
向
け
、
調
査
検
討
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
が
、
こ
の
沈
滞
ム
ー
ド
を
吹

き
飛
ば
し
、
中
里
を
活
気
あ
る
村
に

す
る
こ
と
が
行
政
に
と
っ
て
最
大
の

課
題
で
す
。

　
幸
い
に
も
、
県
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想

開
発
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
清
津

高
原
を
は
じ
め
、
ス
キ
i
場
な
ど
の

レ
ジ
ャ
i
施
設
が
第
三
セ
ク
タ
ー
にむもの活性化‘こ向け雛

　　　総

よ
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と

合
わ
せ
新
年
度
は
、
村
独
自
の
観
光

開
発
に
着
手
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
昨
年
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

行
っ
た
温
泉
湯
脈
探
査
の
デ
ー
タ
i

分
析
の
結
果
に
よ
り
、
可
能
地
と
予

想
さ
れ
る
地
点
に
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
の
一
部
を
利
用
し
、
温
泉
掘
削
を

す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
温

泉
を
利
用
し
た
村
民
憩
い
の
場
と
し

て
の
施
設
づ
く
り
の
調
査
を
行
う
計

画
で
す
。

　
ま
た
、
国
道
一
一
七
号
線
の
拡
幅

工
事
で
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
商

店
な
ど
と
連
携
し
て
、
都
市
型
商
業

空
間
を
形
成
す
る
た
め
、
ニ
カ
年
計

画
で
共
同
店
舗
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
合
体
で
施
工
し
ま
す
。

　
行
政
施
設
と
し
て
作
ら
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
近
隣
市
町

村
に
な
い
も
の
で
、
多
目
的
ホ
ー
ル

を
は
じ
め
、
娯
楽
施
設
な
ど
を
備
え
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
、
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
六
月
に
行
う
「
と
き

め
き
を
食
う
会
」
と
三
月
の
「
雪
上

力
i
ニ
バ
ル
」
を
中
里
村
の
二
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　　　　　　　　騨騨　！（：
藩讐鞭響，擢いつ蕃

．
を

・
》

■
下
水
道
整
備
設
計
、
合
併
浄
化

槽
設
置
に
補
助
■
広
報
無
線
を

全
戸
設
置
■
克
雪
タ
ウ
ン
計
画

づ
く
り
■
集
落
広
場
整
備
事
業

　　　　蘂

■
結
婚
対
策
専
門
委
員
制
度

　
二
番
目
は
、
快
適
な
村
民
生
活
の

確
保
に
つ
い
て
で
す
。
住
む
人
に
と

っ
て
快
適
な
ま
ち
は
、
ま
た
訪
れ
る

人
に
と
っ
て
も
快
適
な
ま
ち
で
す
。

村
民
の
定
住
化
や
若
年
層
の
U
タ
ー

ン
を
促
す
活
性
化
の
た
め
に
も
重
要

な
こ
と
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
新
年
度
は
下
水
道
の

必
要
性
を
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
昨
年
度
作
成
し
た

下
水
道
基
本
計
画
を
も
と
に
中
央
地

区
の
実
施
設
計
費
を
計
上
。
次
年
度

以
降
、
順
次
整
備
し
て
い
く
予
定
で

す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
並
行
し
て
下

水
道
整
備
計
画
地
以
外
の
地
区
に
つ

い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
普
及

す
る
た
め
、
そ
の
地
区
の
家
庭
に
対

し
、
新
年
度
か
ら
設
置
費
を
補
助
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
二
か
年
計
画
で
農
村
情
報

　
潤
斗
斗
斗
斗
響
蕎
馨
着
斗
墨

罧
今
隼
度
の
　
　
雌

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
雌

郷
　
主
な
事
業
雌

　
騨
騰
鯵
卜
卜
卜
歓
レ
ト
髭
崔
鯵
卜
卜
卜
髭
匿

o
温
泉
掘
削
…
…
七
、
五
〇
〇
万
円

O
憩
の
里
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
委
託

　
．
・
…
…
．
．
．
・
…
…
…
三
〇
〇
万
円

o
集
落
広
場
整
備
補
助
事
業
…
：

　
．
．
：
…
：
…
…
…
…
二
〇
〇
万
円

o
リ
ゾ
ー
ト
特
産
品
開
発
委
託
…

　
…
…
：
…
…
：
…
：
三
〇
〇
万
円

o
中
里
村
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
バ
ル
補
助
…
…
…
五
〇
〇
万
円

o
克
雪
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ル
委
託
…

　
…
・
…
：
…
…
…
…
六
〇
〇
万
円

o
克
雪
住
宅
等
資
金
貸
付
事
業
…

　
…
・
…
…
…
…
：
七
、
一
四
二
万
円

o
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
冷
房
等
整

　
備
事
業
…
…
…
…
五
九
〇
万
円

〇
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
ン
タ
ー
補
助
…
…
二
四
三
万
円

o
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
…
…

　
…
：
…
…
…
…
…
・
二
三
〇
万
円

o
津
南
衛
生
施
設
組
合
負
担
（
清

　
掃
・
火
葬
）
…
…
三
、
八
一
〇
万
円

o
村
営
墓
地
造
成
事
業
…
…
…
…

　
：
…
：
…
：
…
…
…
九
一
〇
万
円

o
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
…

　
・
…
…
…
・
．
…
…
…
三
〇
〇
万
円

o
就
業
促
進
施
設
整
備
事
業
（
リ

　
ー
ス
工
場
）
　
四
、
八
一
七
万
円

o
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業
（
田

　
代
・
下
川
原
）
…
…
…
…
…
…
・

　
…
…
…
二
億
一
、
九
一
九
万
円

o
農
村
情
報
連
絡
施
設
（
広
報
無

　
線
）
…
…
…
…
八
、
○
○
○
万
円
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連
絡
施
設
（
広
報
無
線
）
を
全
戸
に

設
置
し
、
農
村
情
報
の
高
度
化
と
村

内
防
災
連
絡
や
各
種
連
絡
を
よ
り
速

く
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
昨
年
度
克
雪
元
年
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
克
雪
住
宅
資
金

の
貸
付
予
算
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、

新
年
度
は
さ
ら
に
克
雪
対
策
に
力
を

入
れ
、
雪
国
の
住
み
や
す
い
居
住
環

境
づ
く
り
に
向
け
て
の
克
雪
タ
ウ
ン

計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
集
落
の
お
年
寄
り
や
子

ど
も
た
ち
の
憩
い
の
場
づ
く
り
計
画

に
助
成
を
行
う
集
落
広
場
整
備
事
業

を
新
設
。
さ
ら
に
、
村
の
人
口
の
減

少
原
因
の
一
つ
で
も
あ
る
嫁
、
む
こ

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、

結
婚
対
策
専
門
委
員
制
度
も
新
設
し

ま
す
。

■
家
庭
奉
仕
員
を
増
員
■
へ
き
地

保
育
所
通
年
化
■
保
健
医
療
計

画
策
定
事
業
■
デ
ー
タ
ー
バ
ン

ク
事
業
■
村
営
墓
地
新
設

　
つ
ぎ
に
福
祉
と
健
康
づ
く
り
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
は
四
人
に
一
人
が
六

十
五
歳
以
上
と
い
う
前
代
未
聞
の
高

齢
化
社
会
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
口
の
高
齢
化
が
県
内

平
均
よ
り
も
か
な
り
進
ん
で
い
る
中

里
村
と
し
て
は
、
行
政
と
村
民
が
一

丸
と
な
っ
て
今
か
ら
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

具
体
的
な
高
齢
者
対
策
と
し
て
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

寝
た
き
り
老
人
や
一
人
暮
ら
し
老
人

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
、
生
き
る

喜
び
を
持
っ
て
老
後
を
送
ら
れ
る
高

齢
者
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
特
に
、
新
年
度
は
家
庭
奉
仕
員

を
増
員
し
、
重
度
身
体
障
害
者
介
護

世
帯
の
相
談
や
助
言
、
サ
ー
ビ
ス
に

力
を
入
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
も

あ
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
冷
房
施

設
な
ど
を
整
備
し
、
利
用
者
の
利
便

を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
期
間
延
長
し
て
き
た

清
津
峡
、
貝
野
、
倉
俣
の
各
へ
き
地

保
育
所
を
新
年
度
よ
り
完
全
通
年
化

と
し
て
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
保

健
医
療
計
画
策
定
事
業
を
取
り
入
れ
、

効
果
的
な
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た

め
の
保
健
医
療
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
保
加
入
者
の
各
検
診
で

の
デ
ー
タ
ー
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

納
め
る
デ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
事
業
を
実

施
し
、
保
健
管
理
の
充
実
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
荒
屋
集
落
の
墓
地
周

辺
に
村
営
墓
地
を
新
設
し
、
墓
地
の

な
い
方
に
貸
与
し
ま
す
。

　　　　　　　　　や　　　　　　　　掌　　　　　　　れ　　　　　　ま　　　　　生　　　　が　　　　ド　　　ン　　シ　ク牟

■
田
沢
小
に
特
殊
学
級
新
設

■
教
員
住
宅
新
築

■
村
民
グ
ラ
ン
ド
周
辺
一
帯
に

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
整
備

　
四
番
目
は
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ

る
中
里
村
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の

人
づ
く
り
、
つ
ま
り
教
育
で
す
。

　
新
年
度
は
、
小
学
校
の
木
造
校
舎

の
改
修
、
校
舎
周
辺
整
備
、
プ
ー
ル

改
善
、
暖
房
施
設
の
改
善
な
ど
に
大

幅
な
予
算
を
計
上
し
、
施
設
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
田
沢
小
学
校

に
特
殊
学
級
を
新
設
し
て
教
育
環
境

の
改
善
を
行
い
、
教
育
効
果
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
屋
外
照
明

設
備
と
前
庭
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
優
秀
な
教
員
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
現
在
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
教
員
住
宅
を
中
学
校
寄
宿

o
県
営
圃
場
整
備
事
業
補
助
…
…

　
…
・
…
…
…
…
…
・
五
〇
〇
万
円

o
林
道
整
備
事
業
二
、
九
四
〇
万
円

o
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
内
装
設
計

　
委
託
…
…
…
…
…
五
〇
〇
万
円

o
中
里
村
地
域
開
発
（
株
）
出
資

　
金
…
…
…
…
…
二
、
○
○
○
万
円

O
村
道
改
良
舗
装
事
業
（
改
良
9

　
舗
装
1
2
）
…
一
億
五
、
二
五
二
万
円

o
下
水
道
認
可
申
請
計
画
策
定
…

　
・
・
…
…
…
…
…
…
・
六
〇
〇
万
円

o
教
員
住
宅
建
設
工
事
…
…
…
：
．

　
…
…
…
…
二
億
二
、
九
二
一
万
円

o
埋
蔵
文
化
財
発
堀
調
査
…
．
．
…
．

　
…
・
…
・
…
…
…
…
・
六
三
四
万
円

o
鷹
ノ
巣
運
動
公
園
整
備
事
業
…

　
…
…
…
…
…
…
二
、
○
○
○
万
円

禰
嵩
斗
身
嵩
4
謡
謡
斗
尋
翌

霧
沢
駐
車
場
　
　
鵡

窟
　
　
　
　
　
　
　
　
箪

寳
一
台
5
2
0
円
盤

匿
繋
髭
馨
篠
蓉
髭
髭
婁
観
匿

　
み
な
さ
ん
か
ら
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
湯
沢
駅
前
駐
車
場
の
使
用

料
を
一
日
云
ロ
五
百
円
か
ら
五
百

二
十
円
に
改
定
し
ま
し
た
。
申
込

み
は
住
民
課
窓
□
で
す
。

潤
畦
－
卦
謡
嵜
4
嵜
謡
謡
嵩
鐘

W
へ
き
地
保
畜
料
を
　
　
鎚

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
継

癖
　
　
二
百
円
ア
ッ
ブ
翠

匿
唇
髭
曇
監
髭
髭
髭
影
崔
監

　
四
月
か
ら
清
津
峡
＼
倉
俣
＼
貝

野
の
各
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料

は
二
百
円
増
額
さ
れ
＼
一
力
目
六

千
七
百
円
に
な
り
ま
し
た
。
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樋口和一収入役

助役は当面空席

任期満了に伴う鈴木敏雄

助役と樋口信治収入役の後

任人事が3月定例議会で提

案され、・収入役に樋口和一

前教育長が選任されました。

なお、助役は当面置かず、

4月1日から二役体制でスタートしました。

〔樋口氏略歴〕県立十日町高等学校田沢分校卒。

村税務課長補佐、教育委員会庶務課長、昭和59年

10月～平成2年3月教育長。57歳、小原。

職員人事異動（4月1日付）

【課長級】》議会事務局長一高野荘一（税務課長）

1〉税務課長一鈴木善雄（議会事務局長）》住民課長

一涌井昌寿（社会教育課長）〉収入役室長一太島巌

（住民課長補佐）》学校教育課長一樋口寿次（収

入役室長）》社会教育課長一羽鳥直嗣（学校教育課

、長補佐）》保健課参事一江ロツヤ（保健課副参事）

【課長補佐級】＞住民課長補佐一藤田嘉寛（建設課

長補佐）》農政課長補佐一村山詔平（開発課長補佐）

》同副参事一鈴木久雄（税務課住民税係長）》開発

収
入
役
に
樋
口
前
教
蔓
を
選
任

課長補佐一阿部隆嗣（農政課長補佐〉レ同副参事一上原、健（村

史編さん係長）〉建設課長補佐一樋口秀一（建設課管理係長〉

》農政課副参事、村土地改良区へ出向一吉楽勝太郎（農業委

員会係長）

【係長級ほか】〉住民課福祉係長一岡村満子（住民課主任）

レ建設課管理係長一広田孝（保健課主任）レ学校教育課係長

一樋口洋子（住民課主任〉レ総務課主任一富井英雄（農政課）

〉税務課主任一井ノ川重幸（農業委員会）》住民課主任一高

橋チヨ子（学校教育課〉》保健課主任一鈴木照蔵（保健課主

事）》開発課主任一久保田明子（総務課〉＞建設課主任一

村山博（建設課主事）レ総務課主事一村山扶佐子（住民課〉

1》住民課主事一高橋和子（シルバー人材センター）》保健

課主事一鈴木正志（建設課）》同主事一桑原茂（同）》農

政課主事一広田政夫（総務課）》同主事一吉楽重敏（開発

課）》建設課一富井澄子（村史編さん係）》総合センター

一斎藤勝久（老人福祉センター）

【退職】＞井ノ川博（住民課長）

（）は前職

割鈎謝創囲釦割書週釦

三浦先生

村国保歯科診療所の桜井先生が任期

のため退められ，後任に4月／日付け

で新潟大学歯学部より三浦順市先生が

赴任されました。

三浦先生の趣味は、スキーとテニス。

r自分の持つている技術を最大に発揮

して．中里村の歯科医療に役立ちたい」

と着任の抱負を語ってくれました。

舎
周
辺
に
集
合
化
し
、
十
六
戸
建
て

（
単
身
十
二
戸
、
世
帯
四
戸
）
の
永
久
建

物
を
整
備
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
村
民
の
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
対

す
る
関
心
の
高
ま
り
に
伴
い
、
そ
の

施
設
の
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
の

で
、
村
民
グ
ラ
ン
ド
周
辺
一
帯
を
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

夜
間
照
明
付
き
の
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
は
じ

め
、
プ
ー
ル
、
つ
り
堀
り
や
公
園
な

ど
を
備
え
た
総
合
的
な
施
設
を
新
年

度
か
ら
三
か
年
計
画
で
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

予算額（千円） 伸率（％）

一　　般　　会　　計 3，094，000 5．5

特
別
会
計

国民健康保険 519，763 △4．2

倉俣診療所 40，555
一

歯科診療所 41，700
一

老　人　保　健 504，055 19．7

簡易水道事業 51，844 7．8

合　　　　　計 4，251，917 5．3

ー
も
∠

◎
．
（

◎
ζ

〃
、

村民一人あたりに

　　使われるお金
　　　　（一般会計）

　　　　　　　えん

『
⇒
⇒
嵩
謡
謡
著
4
斗
斗
遇

鞭
7
月
か
ら
役
場
が
　
並

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
雌

脚
　
土
曜
閉
庁
導
入
鉱

町
髭
髭
誉
髭
卜
卜
髭
食
餐
髭
医

　
昨
年
の
一
月
か
ら
国
は
毎
月
第

二
・
第
四
士
曜
日
を
閉
庁
す
る
「
四

週
六
休
制
」
を
導
入
し
ま
し
た
が
＼

県
内
四
十
九
市
町
村
は
国
に
準
じ

す
で
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
五
十
三
市
町
村
も
今
年
度
中

に
導
入
さ
れ
る
見
込
み
で
＼
十
日

町
市
・
中
魚
沼
一
二
町
村
で
も
七
月

一
日
か
ら
月
二
回
の
士
曜
閉
庁
方

式
を
導
入
し
ま
す
。

5 広報鎚髄舜’
　一『圃『』■■7　r■■■r■■■

平成2年4月／0日



▲のりにのりまくったロックコンサート

　　　“

ノ、

／ときおり降る雪の中、日本一長いすぺり台、スノーモービル
　乗車、スノーサッカー、スノーゲートボール、スノーパター
　ゴルフ、スノーボードシ田一、パラグライダー教室、ジャズ
　ダンスショーなどが行なわれるなど大変な盛鱗上がりでしだ。
中でも580mある日本一長いすべり台が子どもたちの人気を集

　めていました。

▲「愛と理解と慈しみの心」を大切にしていくこと
　を表現したハッピーカードアタック

懸鰯
細嚇、∠

▲日本酒はおいしいですね！

臨ま鐵．

灘

▲雪上でスピード感あふれるスノーモービル乗り
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》
う
ま
く
飛
べ
る
か
な

　
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
教
室 轟・

嚢繍響1、

騨
藍
駁
．
、
”
難
鴨
ρ
鐙

㎜
嬢
鎌
鰍
鰍
繍

》
思
う
よ
う
に
転
が
ら
ず

　
ス
ノ
ー
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
は
難
し
い

難難

鱗

　
転
ん
で
も
痛
く
な
い
よ

く
ス
ノ
ー
サ
ッ
カ
i

灘翻1灘繭鶴贈昌藷

3
』

跡
）

灘

謝く

、
隷
鍵

脚機轍

〉

糞
、
．
、

馨観．
　　　　　　　懸瀦
　嚢・

照

　
新
し
い
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

く
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

7 広報1壁塾唾舜♪・
　　置u●■7　r閣■■r■■■

平成2年4月／0臼

ビ
ミ

弊

鰍蝿臓一虚囎昌蟹源痂一雲醐聯矧
▲華やかなダンスで観客は大喜び

戯擁〃ゾー納融里

一
一

　今年で2圓屠のヴィ・リゾート中里雷原カーニバル・90が3
月24・25日の2日問、上越国際溝津ス桑一場で盛大に行なわ
れました。24日は、午後6時30分から始ま9．ゲレンデでは、孔
火打ち上げ、タイマツ滑降．熱繋耀一繋タックが行なわれ、
ステージでは、ロッタバンド諮繋シィ求一イ」催よるコンサ
ートで来場した人は．の璽にの鱒まくうて鱒ました。25日は、　■

▼子どもたちに大人気の長～いすべり台

　　　　　嫌、獺繋

・ノ響嚇鵬鱒

轟
嚇

錘翻



河
川
美
化
運
動
で

　
　
　
　
地
域
奉
仕
に
活
閥

知
事
賞

る
清
津
峡
三
栄
会

　
　
　
　
　
長
年
、
河
川
の
美
化
運
動
を
進
め
て

　
　
　
　
き
た
清
津
峡
三
栄
会
（
山
本
森
治
代
表
）

　
　
　
　
は
河
川
愛
護
功
労
団
体
と
し
て
県
知
事

　
　
　
　
賞
を
受
け
、
三
月
十
二
日
、
十
日
町
土
木

　
　
　
　
事
務
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
同
会
は
、
小
出
、
角
間
、
葎
沢
の
お

　
　
　
　
年
寄
り
た
ち
を
会
員
に
、
昭
和
四
十
八

年
に
発
足
。
以
来
、
年
々
観
光
客
に
よ

る
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
が
増
え
て

い
る
た
め
、
清
津
川
や
河
川
敷
約
三
楼

の
空
き
缶
の
回
収
や
ゴ
ミ
の
清
掃
、
草

刈
り
な
ど
を
行
い
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
の

な
い
美
し
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

高
道
山
小
児
童
が

　
　
　
初
の
詩
吟
発
表
会

　
三
月
十
六
日
、
高
道
山
小
学
校
で
三

年
生
以
上
全
員
に
よ
る
詩
吟
発
表
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
詩
吟
神
風

流
粋
吟
会
の
中
里
支
部
長
で
あ
る
校
区

内
の
太
嶋
平
八
さ
ん
と
中
嶋
教
頭
先
生

（
同
会
津
南
支
部
会
員
）
の
二
人
を
指

導
者
に
、
昨
年
九
月
か
ら
「
ゆ
と
り
の

時
間
」
を
利
用
し
て
三
年
生
以
上
が
け

い
古
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
今
ま
で
習
っ
た
「
偶

成
」
、
　
「
九
月
一
日
」
、
　
「
太
田
道
灌
」

の
三
曲
を
先
生
や
指
導
者
、
父
兄
が
見

守
る
な
か
、
半
年
の
け
い
こ
の
成
果
を

声
高
ら
か
に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
卒
業
式
を
間
近
に
控
え
た
六

年
生
全
員
に
は
、
来
賓
と
し
て
招
か
れ

た
同
会
の
渡
辺
神
粋
会
長
か
ら
風
号
と

初
段
免
許
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

清
津
ス
キ
ー
場
で

　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
大
会

　
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
、 けいこの成果を披露する子どもたち

⑳

清津峡小学校6年

山本　勤くん

この版画は＼ぽくがクラブでバ

スケ’．ソトをしている人達をビデオ

カメラで撮っている所です。工夫

した所は，バスケットゴールの光

っている所を白く表したことです。

吉楽拓也くん（2歳）⑳
　幸雄・文子夫婦の長男（上山）

ぽく．友達がいっぱいいるんだ。

笛日家に遊びに来てくれるんだよ。

砂遊びやバイク乗り，本を見るの

が大好き。本をいっぱいもってい

るよ。アンバンマンが大好きで，

いつもビテオにとってもらって何

回も見ているんだ。お田さんは，

元気でじょうぶで活発な子供に育

ってほしいんだって。
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り
広
田
有
海
さ
ん

ワ
　
　
令
子

（山崎）

きっかけは……リバレーボールの練習で知り合い

　　　その後、テニスなどに誘ったのが始ま

　　　りです。
第一印象は……り子供みたいのがバレーボールを

　　　しに来てるなあと思った。りあまりあ

　　　いそがなくて、恐わそうな人でした。
交際中は……ワ毎日のように家に遊びに行ってま

　　　した。
お互いへの要望……りあまり子供をあまやかさな

　　　いようにしてほしい。ワ言うことあり、

　　　ません。バッチリ。
子育てのモットー……り子供のときから、個人の

　　　人格を尊重したい。ワじょうぶに育て

　　　ばそれでいい。
今やりたいこと……り南国の海岸でホテルでも経

　　　営したい。ワロスのディズニーランド

　　　に遊びに行きたい。
村への要望……り人の個性を伸ばせるような教育、

　　　人物づくりをしてほしい。今ある自然
　　　を破壊しないようにしてほしい。

糠灘欝瓢懇

エコーパガキで村をPR

このほど．越後田沢郵便局（恩田功一局

長）では￥村をPRしようと広告付きハガ
キ（愛称二工コーハガキ）を／0万枚発行し，

県内一斉に発売しました。これは．村のふ

るさと創生事業の「仲間と一緒につくる夢」

に採用となり￥実施したものです。

懸蟻、

　ア　　　　　　　　ヤ
築．．轟・”～

鮮やかな演技を披露する選手

三
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
、
全
日
本

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
i
東
京
都
大
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
百
人
ほ
ど
の

選
手
が
集
ま
り
、
鮮
や
か
な
演
技
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
上
越
線
沿

い
の
ス
キ
ー
場
で
は
雪
が
少
な
く
、
各

種
大
会
が
清
津
ス
キ
：
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

帯籔襲一雛辮潟娯索魚灘難難羅村般鶴π蹴L（（鵬7》脇一欝玉難

今
回
は
、
「
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
」

「
思
い
出
の
一
枚
」
休
み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

ア
ノ
び
ら
き
コ
ン
サ
ー

十
一
日
総
合
セ
ン
タ
ー

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
発

プロの演奏に観衆酔う
　　ピアノ開きコンサート

つ
の
「
ピ

が
、
三
月

か
れ
ま
し

た
中
里
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

ン
サ
ー
ト
協
会
（
池
田
克
人
会
長
）
が

仲
間
と
一
緒
に
つ
く
る
夢
の
ア
イ
デ
ア

募
集
で
採
用
さ
れ
実
現
し
た
も
の
で
す
。

ピ
ア
ノ
び
ら
き
は
、
村
が
百
八
十
万
円

の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
購
入
し
、
同
協

会
が
十
日
町
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
森

田
佳
子
さ
ん
ら
五
人
の
演
奏
家
を
招
い

て
開
演
。

　
森
田
さ
ん
の
「
乙
女
の
祈
り
」
や
「
ト

ル
コ
行
進
曲
」
な
ど
四
曲
の
ピ
ア
ノ
独

奏
で
コ
ン
サ
ー
ト
は
始
ま
り
、
そ
の
後
、

チ
ェ
ロ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
加
え
た
四
重
奏
な
ど
で
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
各
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
百
五
十
人
の
観
衆
は
、
初
め
て
聴

く
生
の
音
楽
の
素
晴
し
さ
に
酔
っ
て
い

ま
し
た
。
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お鐡墜響

　　　　毎年皆様にご協力いただいておりま

　　　す『緑の羽根』募金運動が、今年も4
住〃月1日から30日までの1カ月間行われ
宅マます．

〈
急
生
目

　
克
雪

　　　　アメリカ、アフリカほか
（2）新潟県一オーストラリア、韓国

■詳しくは、社会教育課（奮63－2493）へ

貸
付
金
借
入
希
望
者
は
、

『　＼￥

5
月
訓
日
ま
で
に

　この『緑の羽根』募金運動は、皆さ

んに『緑化』に対する理解を深めてい

ただき、緑を知り美しい緑の国土を築

くことを目的としています。強制では

ありませんが、目標額を前年と同額の

『一戸当たり100円』とさせていただき

ましたので、募金運動の趣旨・目的を

十分ご理解の上、募金にご協力くださ

るようお願いします。

新潟県と総務庁では、平成2年度の

海外派遣青年（18歳～30歳）を募集し

ています。若さと行動力を持つ県内あ

るいは、全国の仲間との異国での体験

がフレッシュな友情を芽生えさせます。

■応募期問

（1）総務庁派遣3月27日（幻～4月27日㈹

（2）新潟県派遣3月27日（火）～5月21日（月）

■派遣先

（1）総務庁一東南アジア、中国、韓国、

越後田沢駅は中里村の玄関口として

長年皆様に親しまれながら社員による

サービスに努めてまいりましたが、都

合によ乎）4月1日より駅業務を『広田

潤一さん（広田屋、田中）』に委託す

ることになりました。

　これにより業務範囲も一部変更が生

じますので、ご利用されるお客様には

多少不便をおかけすることも考えられ

ますが、線区経営の方策としてご理解

をいただき、今後とも変わらぬご愛顧

のほどをお願いします。

■業務委託　平成2年4月1日
■乗車券発売時問

午前7時30分～午後6時
■発売範囲

①乗車券は近距離（100kmまで）のほ

か、東京、名古屋、新潟、長岡、長

野等用意してあります。

②定期券や指定券の発売はしており

　ませんので、最寄りの十日町駅又は

津南駅でお求めください。

■J　Rに対するお問い合せ等は十日町

駅（管理駅）へ　費52－2327

　　　　　　十日町駅長

　
　
　
地
溝
敷
出
尻
俣

　
　
　
　
　
屋
　
田

　
　
　
重
干
本
小
東
倉
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・
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司
一
一
治
一

　
　
　
一
隆
陽
忠
美
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團
杏
形
謹
橋

灘
　
佛
樋
働
藤
依
塙

諜
う

繊
薮
　
え
恵
や
也
㏄
彦
　
　
鮒
輔
き
樹

擁
鷺
p
　
　
霧
、

難
め
　
り
理
晒
祐
姑
知
　
　
助
悠
鰐
一

澄
お

器．ます圏響

鈴木虎竹（88）荒屋
樋ロハナ（92）桂

憂魚セン90の，り堀り

　　4月206オー7ン

金・土・日・月曜日

　午前9時～午後7時

　　　　大人700円
　1時問　中学生500円
　　　　小学生300円

校
長
ー
小
池
啓
治
（
十
日
町
・
西
小
）

校
長
ー
小
林
義
之
（
上
越
教
育
事
務
所
指
導
王
事
）

教
諭
ー
中
川
玄
忍
（
小
千
谷
・
大
崩
小
）

教
諭
ー
小
野
塚
修
一
（
津
南
・
芦
ケ
崎
小
）

〃
ー
広
田
恭
子
（
上
越
・
北
諏
訪
小
）

〃
ー
風
巻
庸
子
（
十
日
町
・
川
治
小
）

〃
ー
志
賀
裕
子
（
津
南
・
上
郷
小
）

〃
ー
久
保
田
利
男
（
津
南
・
津
南
小
）

〃
ー
草
間
博
子
（
豊
栄
・
岡
方
第
二
小
）

〃
ー
池
田
美
奈
子
（
白
根
・
小
林
小
）

〃
ー
西
本
直
史
（
高
道
山
小
）

鞭
講
ー
権
瓶
圭
子
（
五
泉
・
巣
本
小
）

栄
養
士
ー
萱
森
仁
美
（
採
用
期
間
満
了
）

〃
ー
仁
階
堂
孝
（
新
採
用
）

鞭
講
ー
阿
部
登
志
子
（
津
南
・
中
津
小
）

学
絞
蘇
ー
斎
木
里
江
子
（
新
採
用
）

〈
高
道
山
小
〉

校
長
ー
池
上
良
之
助
（
定
年
退
職
）

校
長
ー
小
島
義
秀
（
清
津
峡
小
）

教
諭
ー
久
保
田
た
つ
み
（
小
千
谷
・
真
人
小
）

教
諭
ー
近
藤
則
子
（
十
日
町
・
西
小
）

〃
ー
福
保
雄
成
（
上
越
・
飯
小
）

〃
ー
西
本
直
史
（
田
沢
小
）

事
務
員
ー
江
口
伸
子
（
臨
時
職
員
）

〈
倉
俣
小
〉

教
諭
ー
上
村
邦
夫
（
＋
日
町
飛
渡
第
二
小
）

教
諭
ー
本
柳
章
子
（
三
条
・
南
小
）

〃
ー
小
林
　
　
明
（
中
頚
城
・
大
潟
小
）

瞳
教
講
ー
桑
原
亜
矢
子
（
採
用
期
間
満
了
）

〃
ー
戸
田
正
明
（
十
日
町
小
）

糠
講
ー
丸
山
直
子
（
新
採
用
）

〈
貝
野
小
〉

教
頭
ー
内
山
　
清
（
柏
崎
・
北
条
北
小
）

教
頭
ー
石
田
英
治
（
南
魚
・
五
十
沢
中
）

教
諭
1
1
小
沢
真
由
美
（
南
魚
・
北
辰
小
）

鞭
講
ー
宮
嶋
孝
子
（
刈
羽
・
下
小
国
小
）

教
諭
ー
室
岡
　
徳
（
十
日
町
・
下
条
小
）

鞭
講
ー
竹
内
裕
子
（
新
採
用
）

【
転
入
】

「気をつけて」

　　朝の一言忘れずに

●飲酒運転検挙者数　　　2人

●無免許運転違反者数　　0人

●事故発生件数　　　　　0件

●死亡事故ゼロ　　　　214日

（3月末累計）

善意をありがとう

■小学校入学児童へ

中里村建設業協会・中里村交通安

全協会

　黄色い傘
中里村交通安全協会

　ランドセルカバー
■社会福祉協議会へ

服部昭一さん（東田沢）

　510円（1円玉と5円玉）、古切手

10
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』一　　．

　今年に入ってすでに2件の住宅火災

が発生しています。これから、農作業

のために、田畦等の枯草を燃やすこと

が多くなりますが、この時期は特に空

気が乾燥しており、いったん他の場所

に火が移るとわずかな時間で燃え広が

ります。また昼間は炎が見えません。

　山では水がなく、消火活動が思うよ

うにできませんので、火の取り扱いに

は十分注意してください。

　また、山菜取りのシーズンを迎えま

すが、タバコの投げ捨ては絶対やめま

しょう。

顕
シ

上
ク
ラ
ス
㌧

　
と
”
舟

＼

9σ1

N
V
、

『
＼
＼

ぐ
　
ヌ

．
＼
＼ミ

＼

零盆
　▽

汽
蛎

惹「

　　　蕨ノ
，、ノ　　（⊃　，

功

あ
す
し
は
中
τ

／
　
　
い
い
の
よ

　村内のお年寄りたちが丹精込めて作

りあげたワラ細工、竹細工、手芸、盆

栽などを展示即売します。素晴しい作

品の数々をご覧になってください。

■日時

　4月14日（土〉午後1時～午後5時

　4月15日（日）午前9時～正午

■場所

　老人福祉センター3階（大会議室）

ト 濾トさ　難鰻

＼こ一

◎母親学級。妊婦検診

　4月27日働　上村病院
　母親学級（受付）12：45～13：00

　　　　　（内容）妊婦中の栄養・腹

　　　　　　　　帯と乳房の手当
　妊婦検診（受付）13130～14：00

◎1歳半児検診
　4月26日㈲　保健センター
　（受付〉13：00～13：30

　（対象）昭．63．4．2～昭．63．9．30生

◎献血
　4月20日㈹　保健センター前‘

　10：00～12：00　　13：00～15：00

◎胃がん検診、結核検診、ツベルクリ

　ン反応及びB　C　Gもあります。詳し

　くは、全戸配布済みの健康カレンダ

　ーをご覧ください。

　土地は、現在だけでなく将来の国民

にとっても限りある貴重な資源です。

土地は使っていきるもの。みんなでも

う一度土地について考えてみましょう。

　県教育委員会では、教育に関する総

合広報誌「新潟県教育月報」を発行し

ています。これは、A5判、70ぺ一ジ

の月刊誌で、当面する教育問題、県教

育行政施策、教育現場での取り組み、

教育に関する声など確かな教育情報を

今月の納税と振替日

■固定資産税

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

（5月1日）

（5月1日）

（4月25日）

（4月25日）

11 広報穀髄需♪圃
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平成2年4月／0日

分かりやすく紹介するものです。

　ただいま、平成2年度の新規年間購

読の予約を受け付けていますので申込

みください・　　　　　　に借
’申込方法　　　　　　　提入

官製はがきに住所・氏名・部数を記出申
　入し送付。
　　　　　　　　　　　　　　　し込
■申込先
〒950新潟市新光町4番地1　て書

　　　　県教育庁総務課企画広報係下又

・購読料　　　　　　　　さは
　　　　　　　　　　　　　　　　　、　年間4，680円（郵送料含む）　　　　い

　　　　　　　＼
　平成2年度の労働保険料の申告と納

付の受付けが、4月1日から5月15日

まで行われています。

　まだ、手続きのお済みでない事業主

の方は、なるべくお早めに保険料申請

書に保険料を添えて、最寄りの銀行等

に申告納付してください。

　　　一十日町労働基準監督署一

税金の前納報奨金制度廃虻

　村では、村昆税・固定資産税を第1

期の納期限までに全額前納した場合、

儘前納報奨金謁を交付していましたが、

平成2年度より廃止しました。

仮
借
入
申
込
書

O

を
指
定
金
融
機
関

　
ー
開
発
課

〈
清
津
峡
小
・
土
倉
分
校
〉

教
頭
ー
小
島
義
秀
（
高
道
山
小
）

教
頭
ー
若
井
純
一
（
長
岡
・
中
島
小
）

教
諭
ー
渡
辺
正
浩
（
＋
日
町
・
飛
渡
第
一
小
）

糠
講
1
1
新
保
良
子
（
三
島
・
野
積
小
）

教
諭
ー
上
村
　
　
修
（
十
日
町
・
西
小
）

糠
講
ー
藤
岡
悦
子
（
新
採
用
）

教
諭
ー
南
雲
秀
彦
（
十
日
町
・
真
田
小
）

教
諭
ー
渋
谷
雅
裕
（
中
頚
城
・
柿
崎
小
）

〈
中
里
中
〉

教
諭
1
1
板
橋
良
夫
（
定
年
退
職
）

教
諭
ー
川
瀬
隆
史
（
新
採
用
）

〃
ー
徳
永
　
仁
（
十
日
町
・
下
条
中
）

〃
ー
丸
山
利
雄
（
新
潟
・
石
山
中
）

〃
ー
宮
嶋
　
博
（
柏
崎
・
鏡
が
沖
中
）

〃
ー
竹
之
内
美
緒
（
北
蒲
原
・
水
原
中
）

〃
ー
東
条
恵
子
（
刈
羽
・
高
柳
中
）

〃
ー
真
島
正
義
（
長
岡
・
関
原
中
）

〃
ー
井
上
　
実
（
北
魚
沼
・
守
門
中
）

擁
講
ー
上
村
節
子
（
川
西
・
千
手
小
）

〃
ー
中
沢
克
己
（
十
日
町
・
下
条
中
）

擁
講
ー
涌
井
裕
子
（
十
日
町
・
下
条
中
）



　4月11日～5月10日

カレンダー・

富井謙一さん
集落市之越

青春しτます

13㈹
心配ごと相談日　合老人福祉センター

013：00～16：00

14（土）
老人工芸品展示即売会合老人福祉センター
013：00～17：00

⑮日）
老人工芸品展示即売会　合老人福祉センター
09：00～12：00

18㈲

19㈲

20㈹
心配ごと相談日　合老人福祉センター
013：00～16：00

21（土）

⑳（日）

26㈲

27働
心配ごと相談　合老人福祉センター
㊤13：00～16：00

28仕）

⑳（日）
みどりの日
黄桜の丘桜まつり合黄桜の丘（宮中えん堤脇）㊤11：00～15：00

第3回信濃川河岸段丘ウォー一ク合田沢グランド㊤8：00出発

⑳（月）
振替休日

％（幻

2伽

③㈲
憲法記念日

④㈲
国民の休日

⑤（土）
子供の日

⑥（日）

7（月）

裟騰欝　篶叢嚢

昭和42年11月7日生まれ　22歳

・星座さそり座
血液型AB型
身長・体重　166cm　65kg

仕事は、大村建設で働いている。

趣味は、車やバイクを乗りまわす

こと。スポーツは、主に野球やバ

レ＿ボールをしている。今は、体

を鍛えてトライアスロンに出場し

ようと思っている。性格は、おっ

ちょこちょい。よく「おちつけ」

と言われる。理想の女性は、やさ

しくてかわいい人。夢は、トライ

アスロン出場。村への要望は、活

気ある村づくりをしてほしい。

⑳山ロ医院群魯論襲酪

⑳富田医院禅愉詩箒マ

⑳古藤医院纒5南3鉾1

⑳庭野医院禅布蒔需1

⑳山ロ医院律論希梁劉

⑳池田医院禅愉謂1
⑳至誠堂医院響愉蒔箒？

屡）上村病院盈63－2111

隔
集
雁
巴
記

　
四
月
一
日
付
け
の
人
事
異
動

で
、
二
年
間
広
報
を
担
当
し
て

き
た
広
田
は
農
政
課
に
異
動
し

ま
し
た
。

　
後
任
に
私
、
富
井
が
こ
の
重

席
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
優
れ
た
前
任
者
の
後
に

来
て
、
今
ま
で
全
く
こ
の
分
野

に
経
験
の
な
い
駆
け
出
し
で
す

村
の
木

スギ

村
の
花

が
、
気
を
引
き
締
め
て
発
行
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を

紙
面
に
反
映
さ
せ
、
き
め
細
か

な
情
報
提
供
と
、
お
も
し
ろ
い

広
報
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
取
材
な
ど
で
お
じ
ゃ
ま
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

認・1
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ユり

村民憲章　（昭和60年7月25日制定〉

4、自然を愛し美しい村をつくり諌す。

1、健康で働き明るい村をつくります。

4、愛橘を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

　サンドイッチ

　行楽のシースンに．手軽な

お弁当として好まれるのは．

薄く切ったバンに肉・卵・野

菜などを挾んだ「サンドイッ

チ」。この名前が，イギリス

のサンドイッチ伯爵からきた

ことを知っている人は少なく

ないでしよう。

　　　　かけ事の大好きだった伯爵
が＼徹夜でトランブの勝負を．

続けているとき，肉料理とバ

ンを別々に食べる時間と労力

を惜しんで、肉とバンが一緒

に食べられる軽食を作らせた

のが始まりでした。

　まぐろの握りずしと￥のり

巻きが同時に食べられる「鉄

火巻き」も．かけ事で戦場の

ように緊迫した「鉄火場」か

ら生まれたとされるのは．洋

の東西を問わない事例といえ

るかもしれません。

　「サンドイッチマン」は￥

街頭広告の一つで，もともと

は2枚の看板をサンドイッチ

のように，体の前後にぶらさ

げて歩くところから付いた名

称でした。

　現在では，サンドイッチマ
ンといっても￥ほとんどが／

　　枚のブラカードを片手で

　　掲け持つスタイルで￥語

ゴ茜　源はわかりにくくなって

葉いるよう軌

のルーツ

　　　　3月末現在醸鞭壁轟（）は前月比 ●人口男3，409人（一8）女3，382人（一22）計6，791人（一30）●世帯数1，634（・一1）
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